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緑川真知子 博士学位請求論文 
「『源氏物語』英訳についての研究」 審査報告要旨 
 
本論文は、博士学位請求者である緑川真知子氏が、早稲田大学大学院文学研究科の修士課程及び
博士後期課程在学中から今日にいたるまで、およそ 15年近くにわたって積み上げてきた研究成果を
体系的に集約し、『源氏物語』英訳に関する総合的な研究を企図した、博士学位（論文博士）請求論
文である。論文本体は三部十一章から成り、分量は 400 字詰原稿用紙に換算して 1000 枚を優に超
えるものである。加えて、付節として英文論文、ならびに付録として関連の資料が付されている。 
学位請求者の緑川氏は、明治大学で英文学を修めたのち、英国への留学等の経験を積んでから早
稲田大学大学院文学研究科に入学している。よって、『源氏物語』の研究に取り組み始めた当初から、
この物語の英訳について研究するために必要な英語の能力を備えていた。さらに、大学院在学中か
ら今日にいたるまで、欧米で活躍している著名な日本古典文学の研究者たち、また翻訳家たちと積
極的に学的交流を深めてきた。そうした努力によって、『源氏物語』英訳とその研究に関するさまざ
まな情報をいち早く収集し、ついには本論文を結実させたものとおもわれる。 
『源氏物語』という 54帖にわたる長篇物語の全文の英訳本は、現在までに、アーサー・ウェイリ
ー訳、エドワード・サイデンスティッカー訳、ロイヤル・タイラー訳の３種がある。本論文は、こ
れら３種すべてを研究対象とし、さらに数種の抄訳をも適宜対象に加えている。『源氏物語』英訳に
関しては、これまでにも少なからぬ研究論文等が発表されているが、それらの多くは散発的であり、
しかも当の訳本・訳者の紹介、あるいは誤訳と思しき箇所の指摘にとどまるような論考がほとんど
であった。本論文の場合は、そもそも翻訳とは何か、また翻訳研究はいかなる意義をもちうるのか、
といった基礎論から出発し、『源氏物語』の英訳全般について検討・考察を展開しようとする基本姿
勢が認められる。 
以下、本論文の内容に言及するが、まず、「緒言」においては、英訳を研究対象とする本論文が、
原典の理解・解釈の深化という意味での「原典回帰」を志向しつつ、英訳を受容史的に生成する総
体として位置付ける論考でもある、というように二つの最終的到達点をもつことを明らかにしてい
る。今日における翻訳研究として、肯うべき基本姿勢であるとおもわれる。 
「第一部 『源氏物語』翻訳研究の位置付けと方法」では、これまでの翻訳に関する諸研究を概
観・整理した上で、本論文における翻訳研究のめざすべき方向等をより明確にしている。基礎論と
もいうべき第一章につづいて、第二章及び第三章では、過去の『源氏物語』の翻訳に関する諸研究
を批判的に整理している。さらにその上で、現代日本語訳をも対象に加え、翻訳における移し換え
の複雑な実相をとらえて、翻訳された言語が意味内容を伝える道具にとどまらないこと等を論じて
いる。従来の誤訳の指摘といった類から離脱して、翻訳それ自体を研究することの意義が明らかに
されている点、評価に値しよう。 
「第二部 ウェイリー訳『源氏物語』の諸相」は、アーサー・ウェイリー訳『源氏物語』に対象
を絞った調査と考察である。第一章では、ウェイリー自身の論考等から当人の翻訳観をとらえ、か
つ当時の英国文学界における評価について整理している。次の第二章は、従来知られていなかった、
ウェイリー自身による『源氏物語』書き入れ本（英国ダラム大学図書館所蔵）についての精密な調査
結果をまとめたものである。この調査により、ウェイリーが現代日本語を得意としていなかったこ
と、英訳文に付されている諸注記の背景、さらにはウェイリーの翻訳作業の底本が『湖月抄』だけ
であったとはいえないこと等々が実証されている。つづく第三章から第五章においては、ウェイリ
ー訳独自の省略あるいは操作等について、この訳書の享受事情に注目しながらその意味を詳しく考
察している。それらのウェイリー訳における処置は、これまで否定的に評価されがちであったが、
本論文によって、省略及び操作の必然性、あるいはウェイリーの編集者としての卓越した能力等が
ていねいに論じられている。 
「第三部 『源氏物語』翻訳の諸相」では、最新のタイラー訳をはじめとして、『源氏物語』のさ
まざまな英訳における特徴をとらえている。たとえば、巻名・作中人物呼称の諸相（第一章）、和歌
の英訳の変遷（第二章）、そして散文の部分における叙述・描写のありよう等（第三章）が詳細に論
じられ、『源氏物語』原文の特性との相関関係も考察されている。 
論文本体のあとに付節としておかれた英文論文は、明治期以降の『源氏物語』の現代日本語訳と、
ウェイリー訳、サイデンスティッカー訳、タイラー訳それぞれとを対比しつつ、特に英訳における
新たな傾向を明らかにしてゆく論考である。本論文の第一部及び第三部の内容のエッセンスが集約
されているともいえよう。さらに、付録として３種の関連資料が末尾に収載されている。すなわち、
54 帖の巻名の英訳一覧、ウェイリー訳の「若菜上」「若菜下」巻における省略部分の一覧、そして
ウェイリー書き入れ本の中の書き入れ一覧である。特に、第二部第二章の論述を裏づけるウェイリ
ーの書き入れ一覧は、精力的な調査によって初めて明らかにされたデータであり、本論文の学術性
を高めている。 
なお、第一部における基礎論では、翻訳の根源的な意味、また翻訳にともなって見えてくる文化
的諸問題等々について、さらなる考察の余地があるとおもわれた。また、『源氏物語』英訳の総合的
研究としては、新出資料の調査などを含むウェイリー訳の研究にやや比重がある。ウェイリー訳以
外の英訳の諸問題については、いっそうの検討が期待される。さらに、『源氏物語』原文の〈語り〉
と〈書く〉ことに関する問題については、先行する諸研究との架橋が完全に果たされたというわけ
ではなく、今後、英訳の側から（さらには翻訳されたものの側から）『源氏物語』の〈語り〉と〈書
く〉ことについて、よりいっそう考察が深化してゆくことが望まれる。 
かように、今後の発展が期待される部分も残されてはいるが、総じて、『源氏物語』英訳に関する
初めての「総合的」と呼びうる研究論文として、そのプライオリティの高さを評価する。 
よって、ここに本論文が「博士（文学）」の学位を受けるに値するものであることを認定する。 
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